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都市の木造化推進法の下、ウッド・チェンジの取組は全
国で進められており、富山県でもウッド・チェンジの取組
が進んでいます。
しかしながら、未だに多くの方が、木造建築物や木材を

ふんだんに使った施設が県内に数多くあることをご存じあ
りません。この冊子では、県内の建築物での木造・木質化
事例を集め、多くの方に木造建築物の存在に気づいてもら
うことを目的に作成しています。

この事例集では、国・県の補助金を活用して建てた建築
物や、県内の建築設計事務所、木材産業各社のＷＥＢペー
ジで施工実績として公開されている多くの木造・木質化施
設の中から、各種賞を受賞された施設や、近年竣工したも
のを中心に掲載しています。

この事例集をご覧になった多くの皆さんが、「言われて
みればここにも木材が使われている！」と気づいていただ
けることに期待しています。施設に実際に訪れた際には木
の良さを体感してみてください。

事例集は適宜、事例の追加・更新を行い、より充実した
ものとしていく予定としております。事例集をご覧になり、
追加したい物件をご存じの方は、発行元へぜひお知らせい
ただきますよう、お願いいたします。

はじめに
ま ち

※「ウッド・チェンジ」とは、
・身の回りのものを木に変える
・木を暮らしに取り入れる
・建築物を木造・木質化する
など、木の利用を通じて持続可能な社会へ
チェンジする行動を指します。



県産材活用のすすめ



県産材活用のすすめ

地元で育った作物を、地元で食べる。食べ物での地産地消は幅広く実践され
ていますが、地元で育った木を、地元の建物で使う。そうした建築物での地産
地消は、まだまだ進んでいません。県内で伐採した材を、県内で製材し、県内
での建築に使うことにより、地域に仕事が生まれ、地域経済が潤うこととなり
ます。
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次のページから、県産材
を使うことによる補助金を
紹介します。

是非とやま県産材をご活
用ください。
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県内における新築の着工
棟数は、住宅で８割以上、
非住宅でも、４割以上（２
階建てでは６割以上）が木
造となっており、県内では
多くの木造建築物が建てら
れています。

県内における令和６年度の新築着工棟数

富山県の県土に占める森林面積は３
分の２と森林が豊富にあります。また、
人工林は多くがスギを主体とした林で
あり、そのうち、建築用材に適した41
年生（９齢級）以上の森林が、面積で
８割、蓄積では９割と、多くの森林が
利用期を迎えています。

若い森林の方が、成熟した森林より
も成長が旺盛なことから、木々の成長
に伴う炭素固定量も、若い森林の方が
大きく、カーボンニュートラルの実現
のためには、木材を伐って、使って、
再び植えて、育てていくことが必要で
す。









優良木造建築物等整備推進事業（国交省）

その他の木造で使える助成制度の紹介

一般公募（例年４月頃公募）

補助の要件（耐火・準耐火構造に限る）
・共同住宅等 階数が４以上
・非住宅 階数が３以上

 or 延床面積3,000㎡以上
ZEH,ZEB水準を満たす建築物

補助金額
・調査設計計画費
木造化に係る費用の1/2以内

・建設工事費
木造化による係増し費用の1/3～1/2以内
or建設工事費の7～10％以内
（上限2億～3億円）

県内での採択事例
YKKパッシブタウン第五街区

ＣＬＴ活用建築物等実証事業（林野庁）

県内での採択事例
上 T&Tウィスキー熟成倉庫
下 ストローグ本社社屋

一般公募（例年６月頃公募）

補助の要件
・CLTを活用した建築物
・協議会を作成し、
課題の解決等を実証する必要あり

補助金額
・建築費等 3/10 or 1/2
・協議会運営費 定額
上限1億円

©Nacása & Partners

©Nacása & Partners



JAS構造材実証支援事業（林野庁）

県内での採択事例
上 射水一条郵便局
下 ウッドリンク事務所

富山県木材組合連合会へ建設業者が事業
申請（例年6月頃）

補助の要件
・JAS構造材活用宣言の登録
・JAS構造材の使用

補助金額
・JAS構造材使用量 6万円/㎥
・CLTの場合  13万円/㎥

上限1,500万円
（延床面積3,000㎡以上は3,000万円）

その他の事業
環境省
・ZEB、ZEH化する場合のシステム等導入経費の補助事業に、

木材利用促進協定の締結者やCLT等を利用した場合の優先採択枠
（補助対象経費の2/3～1/4補助）

他にも、個別の目的に応じた補助金等があり、林野庁が一覧をまとめて
います。

【建築物の木造化・木質化に活用可能な補助事業・制度等一覧】
https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/mokuzozigyou.html

※こちらで記載している事業内容は概略であり、詳細は各事業の詳細
ページをご参照ください。



木造で役立つHP・冊子の紹介

・とやま県産材活用の手引き「とやま生まれを、とや
まで活かす。」
https://www.pref.toyama.jp/1603/sangyou/nourinsu
isan/ringyou/mokuzai/kj00020208.html

・富山県公共建築物木造化の手引き「みんなの施設を
木で造ろう。」
https://www.pref.toyama.jp/1603/kurashi/seikatsu
/sumai/kj00013035.html

・林野庁 木材・木造建築物関係のハンドブック
https://www.rinya.maff.go.jp/j/mokusan/handbook.
html

・民間建築物等における木材利用促進に向けた協議会
（ウッド・チェンジ協議会）

https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/wck
yougikai.html

・ここまでできる木造建築のすすめ
https://kiwoikasu.or.jp/technology/406.html

・建てるのなら、木造で
～身近なまちの建物から中大規模建築まで～

https://www.howtec.or.jp/files/libs/4389/2022092
2100919842.pdf
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